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論 文 題 目 ヘキサアザアントラセン関連化合物の合成と物性評価 
【序論】我々はウミホタル生物発光に関わる複素環化合物の光機能性の開拓を進めている。当研究室
の八谷はルシフェリンの合成前駆体であるハロゲン化アミノピラジン誘導体を原料に用いて、縮合反
応によるヘキサアザアントラセン（HAA）骨格を有する複素環化合物の合成を試みた結果、HAA 骨
格を含むπ共役化合物 BPI-HAAの合成を報告した 1)。しかし HAA母骨格のみを持つ化合物は合成さ
れた報告が少なく、この骨格を持つ化合物群の物性は未解明な点が多い。本研究では、ハロゲン化ア
ミノピラジン誘導体を利用し、フェニル置換基を有するジヒドロヘキサアザアントラセン（H2-HAA）
及びヘキサアザアントラセン（HAA）化合物の合成を行い、基本的な芳香族性や蛍光性、電子供与・
受容性等の基本物性等の解明を目指した。 
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【本論】5,6 位にフェニル基を有するブロモアミノピラジン誘導体を前駆体として、Pd 触媒を用いた
C-N カップリング反応を用いて H2-HAA 及び HAA の合成を目指した。また、アルキルアミノピラジ
ンを前駆体とすることで、9,10-ジアルキル H2-HAAの合成を検討した。その結果、H2-HAA誘導体で
ある Et2-HAA の合成に成功した。Et2-HAA は蛍光性があることを確認した。更にトリフルオロメチ
ルフェニル基や 4-t-ブチルフェニル基、ベンジルアミノ基を有するブロモアミノピラジンを合成して
前駆体として用い、H2-HAA 及び HAA の合成検討を行った。この結果アルキル化された H2-HAA 誘
導体までの合成に至っているが、HAA 骨格の不安定性のためか、HAA の確認はできていない。従っ
て、更なる反応条件や安定化置換基の導入などを検討する必要がある。 
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